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（訂正）「2023年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正について 

 

2023年５月９日に開示しました、「2023年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の記載に一部訂正がありま

したので、下記の通りお知らせします。 

記 

 

１． 訂正箇所 

添付資料３ページ「(4）今後の見通し」 

訂正箇所については下線を付しております。 

 

２． 訂正内容 

（訂正前） 

当社では、前期末時点で見込んでいる翌期の売上計上予定の案件を商談の進捗度別に集計・精査して売上

高見込とし、予定している投資や過年度の費用発生の推移等から翌期の費用額を見込むことで連結業績予想

を作成しております。 

 当社は、企業の働き方改革や生産性向上、ガバナンス強化への取り組み等を背景としたシステム投資需要

に応えていくため、前期に引き続き既存顧客に対する当社新製品へのバージョンアップ対応、インフラ業界

を中心とした新規顧客開拓に向けた営業活動強化等を行ってまいります。費用面においては、改正リース会

計基準対応のための新製品開発や、優秀な技術者の採用活動等の積極的な投資を行ってまいります。 

 以上により、2024 年３月期連結業績につきましては、売上高7,300 万円（前年同期比10.6％増）、営業

利益1,959百万円（同20.2％増）、経常利益2,000百万円（同9.2％増）、親会社株主に帰属する当期純利

益1,388百万円（同6.8％増）を計画しております。 

 なお、新型コロナウイルス感染症やロシア・ウクライナ情勢の影響により顧客のシステム投資需要が縮小

し、当社の業績に影響を与える可能性があります。今後の進展等を踏まえた結果、業績予想の修正が必要と

なった場合には速やかに開示いたします。 

 

（訂正後） 

当社では、前期末時点で見込んでいる翌期の売上計上予定の案件を商談の進捗度別に集計・精査して売上

高見込とし、予定している投資や過年度の費用発生の推移等から翌期の費用額を見込むことで連結業績予想

を作成しております。 

 当社は、企業の働き方改革や生産性向上、ガバナンス強化への取り組み等を背景としたシステム投資需要

に応えていくため、前期に引き続き既存顧客に対する当社新製品へのバージョンアップ対応、インフラ業界

を中心とした新規顧客開拓に向けた営業活動強化等を行ってまいります。費用面においては、改正リース会

計基準対応のための新製品開発や、優秀な技術者の採用活動等の積極的な投資を行ってまいります。 

 以上により、2024 年３月期連結業績につきましては、売上高7,300 百万円（前年同期比10.6％増）、営

業利益1,959百万円（同20.2％増）、経常利益2,000百万円（同9.2％増）、親会社株主に帰属する当期純

利益1,388百万円（同6.8％増）を計画しております。 



 なお、新型コロナウイルス感染症やロシア・ウクライナ情勢の影響により顧客のシステム投資需要が縮小

し、当社の業績に影響を与える可能性があります。今後の進展等を踏まえた結果、業績予想の修正が必要と

なった場合には速やかに開示いたします。 

 

以 上 


